
総合エネルギー統計検討会について 

総合エネルギー統計は、我
が国の国内のエネルギーフ
ローを１枚の表に表したもの。 

エネルギー自給率
や石油依存度等の
基礎的なデータの
提供 

エネルギー政策
の企画・立案 

エネルギー需給
動向のデータの
提供 

国際エネル
ギー機関への
報告 

エネルギー起源
ＣＯ２排出量に
関するデータの
提供 

国連（気候変動
枠組条約事務
局）への報告 

総合エネルギー統計検討会 
 

総合エネルギー統計の改訂
案を専門家が検討・評価。 

 

     検討会開催状況 
 

２００４年３月から２００７年３月にか
けて７回開催。（書面開催含む） 

 
＜主な議題＞ 

①エネルギー転換部門のエネルギー・炭
素物質収支の改善 

②業務他部門等の最終エネルギー消費
の推計方法 
③標準発熱量・炭素排出係数の改訂 

   
 各検討会の議題は、参考資料１参照。  

資料１ 

改訂に当たっては、
総合エネルギー統
計検討会を開催。 
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「総合エネルギー統計検討会」の開催について 

 

 

１．趣 旨 

 

 総合エネルギー統計（エネルギーバランス表）は、我が国のエネルギー需給

の実態を定量的に明らかにするもの。昭和２８年以来、エネルギー政策立案や

エネルギー需給に関する情勢判断等に資するものとして、各種一次統計等を基

に作成する加工統計（国際エネルギー機関への我が国のエネルギー需給実績の

報告や国連気候変動枠組条約事務局へ報告するエネルギー起源 CO2 排出量の

算定にも活用）。 

 

 国連気候変動枠組条約事務局への CO2 排出量報告への活用等、当該統計を

巡る状況変化を踏まえ、統計の一層の精度向上、透明性の確保の観点から、平

成１６年以降、当該統計の改訂に際しては、検討会を開催し、エネルギー工程

等に知見を有する専門家による検討・評価を実施してきているところ。 

 

 今般、当該統計全般に影響を与える①エネルギー源毎の標準発熱量及び炭素

排出係数や②エネルギー消費量の推計について、統計の精度向上のため、最近

の調査を踏まえ見直しを実施し、京都議定書第一約束期間後の２０１３年度実

績から適用を開始すべく、その改訂案の検討及び評価を実施することを目的と

して検討会を開催する。 

  

２．議 題 

 

（１）標準発熱量及び炭素排出係数の改訂について 

   

エネルギー源毎の標準発熱量及び炭素排出係数について、最新の試料調査等

に基づく標準発熱量及び炭素排出係数の改訂案について、検討及び評価を実施

する。 

 

（２）エネルギー消費量の推計方法の改訂作業について（中間報告） 

 

産業部門中の「非製造業部門」、「他業種・中小製造業」、民生部門中の「業

務他」のデータについては、従来、産業連関表と経済活動別ＧＤＰを用いて推

計してきたところ。２０１３年度確報公表時を視野に、当該部門のエネルギー

消費量について、エネルギー消費統計調査のデータを用いた推計方法に改訂す

る予定であるところ、その作業状況等について報告を実施する。 

 

資料１（別紙） 
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３．今後の検討会のスケジュール案 

 

  第１回検討会  ９月１２日 

  （標準発熱量・炭素排出係数見直し等） 

 

第２回検討会  開催日程については別途相談させていただきます。 

  （エネルギー消費統計を踏まえた統計全体の見直し等） 

 

 

４．検討会の公開について 

 

検討会の資料及び議事要旨については、会議の終了後、経済産業省ウェブ

サイトにて公開する。なお、個別の事情に応じて、会議及び資料を非公開に

するかどうかについての判断は、座長に一任するものとする。 

 

 


